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 剰余金の配当、業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026年８月７日開催の取締役会において、下記のとおり 2026年６月 30日を基準日

とする剰余金の配当を行うことについて決議するとともに、2025年 12月期決算発表時に公表

（以下、前回予想）した業績予想修正を決定しましたのでお知らせします。 

記 

１．配当の内容 

 
決 定 額 

直近の配当予想 

（2026年２月 18日公表） 

前事業年度実績 

（2025年 12月期） 

基 準 日 2026年６月 30日 同左 2025年６月 30日 

１株当たり配当金 32円 50銭 30円 00銭 30円 50銭 

配当金総額  2,143百万円 － 2,011百万円 

効力発生日  2026年８月 28日 － 2025年８月 29日 

配 当 原 資  利益剰余金 － 利益剰余金 

２.2026年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2026年 1月１日～2026年 12月 31日） 

 

売上高 ＥＢＩＴＤＡ(※) 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
百万円 

341,000 

百万円 

－ 

百万円 

21,720 

百万円 

21,220 

百万円 

14,540 

 

220円 50銭 

今回修正予想（Ｂ） 350,000 30,886 22,580 21,958 15,127 229円 42銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ＋9,000 － ＋860 ＋738 ＋587  

増減率（％） ＋2.6 － ＋4.0 ＋3.5 ＋4.0  

(参考)前年同期間実績 

(2025年１月１日～ 

2025年 12月 31日) 

320,043 28,369 22,816 22,541 15,881 240円 84銭 

(※)ＥＢＩＴＤＡは営業利益＋減価償却費としています。 

 

 



 

３．修正の理由 

（業績予想の修正） 

当中間連結会計期間における日本経済は、中東情勢の緊迫化の影響はあるものの、ＡＩ・半

導体関連需要が堅調に推移し景況感は改善しました。当社及び連結子会社の中間連結会計期間

においては、中東情勢の影響を受けた梱包結束用品や化学製品などの作業用品の需要の増加、 

企業による熱中症対策の強化に伴う熱中症対策用品の需要増加に加え従来から強みとする豊富

な在庫保有やお客様の利便性を向上させる取組みを強化したことにより、売上高が前年同期比

＋12.6％と伸長しました。その結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する

中間純利益が前回予想を上回りました。下期業績においては、中東情勢の需要が一服すること

が見込まれるものの、概ね計画通りに推移すると見込んでいます。これらの状況を鑑み、2025

年 12月期決算発表時に公表した通期業績予想を、売上高を前年同期比＋9.4％の 3,500億円、

経常利益を前年同期比△2.6％の 219億 58百万円に修正いたしました。 

（注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成していま

す。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 

以上 


